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序 

 

琴浦町は、鳥取県のほぼ中央に位置し、広さは東西 15.2km、南北 18.5km、

総面積 139.88 ㎢を有します。その地勢は、南部は秀峰大山から連なる山地に

囲まれ、北は日本海に面しており、南の大山山麓台地や急峻な山地から、北に

向かうにしたがって緩やかとなり、町内を南北に流れる加勢蛇川及び勝田川の

流域を中心に平野部が開けています。 

大山山系の１つである船上山では、高さ 100ｍ以上の急崖をなす屏風岩と呼

ばれる溶岩壁や、多様な自然植生がみられるなど自然景観に優れ、大山隠岐国

立公園にも指定されています。 

このような地勢の琴浦町では、古くから人々の営みがあり、およそ１万５千

年前の旧石器時代の終わりころから近代に至るまでの遺跡や遺物が約450ヶ所

で確認されています。このうち、日本の歴史を語るうえで重要な遺跡として国

の史跡に指定されている遺跡は、斎尾廃寺跡、大高野官衙遺跡、船上山行宮跡、

鳥取藩台場跡（赤崎台場）の４件です。さらに斎尾廃寺跡は、学術上の価値が

特に高く、我が国文化を象徴する史跡として、全国に62件しかない特別史跡に

指定されています。 

本計画は、この特別史跡斎尾廃寺跡と史跡大高野官衙遺跡、そしてこの両史

跡と密接な関係にあった隣接地区の遺跡も含め、適切な保存とともに地域の魅

力発信や活性化に繋げる活用について定めたものです。琴浦町では、両史跡を

地域の宝として守り続けるとともに、両史跡を核とした教育、観光、まちづく

り、ひとづくりを目指していきます。 

 本計画の策定にご尽力いただきました特別史跡斎尾廃寺跡・史跡大高野官衙

遺跡保存活用計画検討委員会委員の皆様、地域の皆様、関係機関、関係者の皆

様に深く感謝申し上げます。 

 

平成30年３月 

琴浦町長 小松 弘明 

 

 

 

特別史跡斎尾廃寺跡 北から 

史跡大高野官衙遺跡 SB12B 北から 
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例 言 

 

１．本書は、鳥取県東伯郡琴浦町大字槻下に所在する国特別史跡斎尾廃寺跡・国史跡大高野官衙

遺跡の保存活用計画書である。 

 

２．本事業は、琴浦町が事業主体となり、平成27年度から平成29年度にかけて実施し、平成28年

度、平成29年度の２ヵ年は、国宝重要文化財等保存整備費補助金を受けて実施した。 

 

３．事業実施にあたっては、特別史跡斎尾廃寺跡・史跡大高野官衙遺跡保存活用計画検討委員会

設置要綱（平成28年３月１日大高野官衙遺跡保存・活用基本計画検討委員会設置要綱を改正）

に基づき、「特別史跡斎尾廃寺跡・史跡大高野官衙遺跡保存活用計画検討委員会」を設置し、

文化庁、鳥取県の指導のもと、委員会の指導･助言を経て琴浦町が策定した。 

 

４．本計画の策定に係る事務は、琴浦町教育委員会事務局社会教育課が行った。 

 

５．本書の作成にあたり、一部の業務を下記の通り委託した。 

平成28年度 

「特別史跡斎尾廃寺跡・史跡大高野官衙遺跡保存活用計画策定に伴う航空測量業務」 

株式会社ジェクト 

「平成28年度特別史跡斎尾廃寺跡・史跡大高野官衙遺跡保存活用計画策定に係る支援業務」 

株式会社空間文化開発機構 

  平成29年度 

「平成29年度特別史跡斎尾廃寺跡・史跡大高野官衙遺跡保存活用計画策定に係る支援業務」 

株式会社空間文化開発機構 

 

６．本書では国土地理院の測量成果を以下のとおり使用した。 

頁 図版番号 使用測量成果 

18 図3-4 国土地理院発行の５万分１地形図 

26 図3-9 国土地理院発行の５万分１地形図 

28 図3-11 国土地理院の電子地形図20万 

29 図3-12 国土地理院の電子地形図25000 

35 図3-13 国土地理院発行の５万分１地形図 

37 図3-14 国土地理院発行の５万分１地形図 
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第１章 保存活用計画策定の目的と経緯 

１－１ 保存活用計画策定の目的 
 

鳥取県琴浦町は、古代律令国家の時代には伯耆国
ほうきのくに

の中央部に位置する八
や

橋
はし

郡
ぐん

※という地方行政単

位に属していた。斎尾廃寺跡
さいのおはいじあと

は、その八橋郡域の東寄り、現在の琴浦町大字槻
つきの

下
した

字上
かみ

斉尾
さいのお

の丘陵

地に位置する、白鳳期（７世紀後半）創建の古代寺院跡である。西に塔、東に金堂、北に講堂を

配した法隆寺式の伽藍
が ら ん

配置
は い ち

をとる。金堂と塔の基壇は礎石を含めて遺存状態が良好であり、昭和

10年(1935)に主要伽藍の範囲（伽藍地※）の一部が国の史跡に指定された。さらに昭和27年に 

は、わが国におけるこの時代の寺院跡として、きわめて保存状態が良く学術的価値が特に高いこ

とから、特別史跡に指定されている。 

この斎尾廃寺跡と谷を隔てた東方約350ｍ、琴浦町大字槻下字大高野
お お た か の

ほかの丘陵上には大高野
お お た か の

遺

跡が存在する。昭和56年以降の数次にわたる発掘調査によって、溝で長方形に囲まれた敷地内か

ら、７世紀末から９世紀にかけての多数の総柱高床
たかゆか

倉庫
そ う こ

跡などが確認された。その倉庫群は、規

模が大きいことや、掘立柱から礎石建ちへの建て替えや整然とした建物配置が認められることな

どから、ここが八橋郡衙
ぐ ん が

（郡家
ぐ う け

）の正倉
しょうそう

院※にあたる可能性が高いことが判明した。郡衙とは各

郡内を統治する郡役所のことで、租税などとして徴収した稲を主とする穀物を収納保管した正倉
しょうそう

、

政務や儀式などを行う中枢施設である郡庁
ぐんちょう

、公務で往来する役人などが宿泊する館
たち

、役人らへの

食事供給の実務をになった厨家
く り や

、そのほかの実務をになう部署などで構成されていた。大高野遺

跡では、そのうちの正倉地区（正倉院）の全体像が把握できる遺跡として重要性が認識されるよ

うになり、古代律令国家の地方支配の実態を具体的に知るうえで重要な遺跡であるとして、上記

の長方形区画を主とする範囲が平成26年(2014)に大高野官衙
お お た か の か ん が

遺跡
い せ き

の名称で史跡に指定された。 

上記の特別史跡斎尾廃寺跡の指定地に隣接した地区には、斎尾廃寺の維持経営施設などが設け

られた付属院地※が広がっており、史跡大高野官衙遺跡の周辺には八橋郡衙の正倉以外の諸施設が

存在していたとみられる。さらに、これら両史跡（以下、特別史跡斎尾廃寺跡及び史跡大高野官

衙遺跡の両者を指して両史跡と表記する場合がある）周辺の地域には、斎尾廃寺や八橋郡衙がこ

の地に設けられた背景やその後の歴史の流れを物語る歴史文化遺産等が分布しており、良好な農

地景観も広がっている。両史跡の歴史的価値を高め、より有効な活用を図るためには、それらの

歴史文化遺産や周辺景観などとの連携も欠かせないことから、本計画では、それらをも視野に入

れて、両史跡と結びつけた活用の方法や景観保全のあり方についても提言することにしたい。 

本保存活用計画は、琴浦町のまちづくりの将来目標である「みんなが輝く住みよいまち ～ひ

と・自然・歴史が紡ぐコトウライフ～」の実現を目指す施策の一つともなるものである。なお、

両史跡は琴浦町を代表する農業生産地帯にあることから、本計画は農業関連計画等とも調整しな

がら進めるものとする。 

※八橋郡：現在は「やばせ」とよむ。平安時代中期に作られた『和名類聚抄』では、八橋郡・八橋郷の訓

を「夜波志」「也八之」としており、当時は郡名・郷名ともに「やはし」と呼んだと思われる。「やばせ」

と呼ぶようになった時期は不明である。 

※伽藍地：塔や金堂、講堂などで構成される寺院の中心部分のこと。 

※正倉院：正倉は、高床の倉庫である「倉」と揚
あげ

床
ゆか

もしくは平地床の倉庫である「屋」からなり、収納物

により穎倉
えいそう

、 糒倉
ほしいいくら

、粟倉
あわくら

、穎屋
えいおく

などに区別される。これら正倉が建てられた地区は正倉院と呼ばれる。 

※付属院地：寺務を取り扱う政所院や大衆院、倉を設けた倉垣院など、寺院経営の諸施設が置かれた地区

のこと。 
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